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人間関係を良好にするために必要な知識が詰まった本

１・人を動かす三原則 ３・人を説得する十二原則 ４・人を変える九原則
（１）盗人にも五分の理を認める　（　人を非難するな　） （１）議論を避ける （１）まず褒める
　　　　刑務所に入っている極悪人でも、自分自身のことを悪人だと 　　　　議論はほとんど例外なく、双方に自説をますます正しいと 　　　相手に訂正してもらいたい場合などでは、まず、相手を褒める
　　　考えているものはほとんどいない。　　　そうだとすれば、普通 　　　確信させて終わる。「議論に負けても、その人の意見は変わ 　　べきだ。歯科医がまず局部麻酔をするように。
　　　の人間は自分のことをどう考えているのだろうか？ 　　　らない」 （２）遠回しに注意を与える
　　　　相手が悪いと責めても、通常、当人は納得はしないのだ。 （２）誤りを指摘しない 　　　遠回しに注意を与える方法は、直接批判されることに強く反発
　　　人を非難するかわりに、相手を理解するように努めよう。 　　　　人を説得したければ、相手に気づかれないようにやることだ。 　　する神経質な人たちには驚くほど効果がある。　　　　例：P278

　　誰にも感づかれないように、巧妙にやることだ。 （３）自分の過ちを話す
（２）重要感を持たせる 　　　　「教えないふりをして相手を教え、相手が知らないことは、忘 　　　相手に小言をいう場合、自分にも失敗が多いがと前置きして
　　　　人間の持つ性情の中で最も強いものは、他人に認められる 　　れていると言ってやる。」　のだ。 　　相手の間違いを注意すると、素直に聞いてもらえる。
　　　ことを渇望する気持ちである。
　　　　誰でも、小言を言われて働くよりも、褒められて働いたときの。 （３）誤りを認める （４）命令しない
　　　ほうが仕事に熱がこもるのは当然だ。         自分が正しい時には、相手を優しく説得しよう。一方自分が 　　　命令を質問の形に変え、相手に創造性を発揮させることが

　　　間違っているときには速やかに自分の誤りを快く認めよう。 　　できれば誰でもその命令を守る気になる。
（３）人の立場に身を置く 　　　他人に非難されるより、自己批判の方がよほど気楽なはずだ。 （５）顔をつぶさない
　　　　私は釣りが好きだ。ところで私はイチゴミルクが大好物だ。 （４）穏やかに話す 　　　たとえ自分が正しく、相手が間違っていても、その顔をつぶし
　　　しかし、魚はどういうわけかミミズが好物だ。だから、魚釣りを 　　　　相手の心が反抗と憎悪に満ちているとき、その人を無理やり 　　人間としての尊厳を傷つけることは犯罪である。
　　　する場合、自分の好物のことは考えず、魚の好物のことを考 　　　自分の意見に従わせることはできない。しかし、優しい打ち解 （６）わずかなことでも褒める
　 　える。 　　　けた態度で話し合えば、相手の心を変えることができる。 　　　犬に芸を仕込むとき、犬がうまくやると、なでたり肉を与えたり

２・人に好かれる六原則 　　する。この有効な方法をなぜ人間に応用しないのか。
（１）誠実な関心を寄せる （５）”イエス”と答えられるような問題を選ぶ
        イギリス皇太子が南米を訪問するとき、出発前何カ月も 　　　　話し上手な人は、まず相手に何度も”イエス”と言わせておく。 （７）期待をかける
　　　スペイン語の勉強をした。南米での公の人気は大変なもの 　　　すると、相手の心理は肯定的な方向へ動き始める。        相手に美点を発揮させたければ、彼がその美点を備えている
　　　であった。 　　　　はじめに”ノー”と言わせて、その後”イエス”と言わせるのは 　　ことにして、公然とそのように扱ってやるが良い。良い評判を立て
　　　　人に好かれたいなら、相手に誠実な関心を寄せることだ。 　　　大変な知恵と忍耐が必要だ。 　　ると。その人はあなたの期待を裏切らないよう努めるだろう。

（６）しゃべらせる （８）激励する
（２）笑顔を忘れない          相手の言うことに異議を挟みたくなっても、我慢しなさい。 　　　子供や夫や従業員を「バカだ」とか、「能なし」だとか、「才能が
　　　　家から出るときは、いつでも顎を引いて頭をまっすぐに立て 　　　相手が言いたいことをまだ持っている限り、こちらが何を言っ 　　ない」などとののしるのは、向上心の芽を摘み取ってしまうことに
　　　できる限り大きく呼吸すること。日光を吸い込むのだ。友人に 　　　ても無駄だ。まず、相手にこころおきなくしゃべらせることだ。 　　なる。その逆を行くのだ。
　　　は笑顔をもって接し、握手には力をこめる。 （９）喜んで協力させる
　　　　誤解される心配などはせず、敵のことに心を煩わさない。 （７）思いつかせる 　　　人にものを頼む場合、そのたのみが相手の利益にもなること
　　　やりたいことをしっかりと心の中で、決める。 　　　　私たちは人から押し付けられた意見よりも、自分で思い 　　を気づくように話せ。

　　　ついた意見の方をはるかに大事にする。だから、暗示を
（３）名前を覚える 　　　与え、結論は相手に出させるほうがよほど利口だ。 ５・幸福な家庭を作る七原則
　　　　名前は当人にとって、もっとも快い、もっとも大切な響きを （８）人の身になる （１）口やかましくいわない
　　　持つ言葉である。だから、人に好かれる一番簡単で、わかり 　　　　相手は自分が間違っているとは決して思っていないので        ロシアの文豪トルストイは妻の口やかましい小言に嫌気し、
　　　きった、大切な方法は相手の名前を覚え、相手に重要感を 　　ある。相手を非難しても始まらない。賢明な人間は相手を理解 　　家を出て、小さな駅舎で亡くなった。妻の小言は結婚の墓穴。
　　　持たせることだ。 　　しようと努め、相手がそう考える理由を探し出す。 （２）長所を認める

　　　重要なことは相手の身になってみることだ。 　　　完璧な夫・妻はいない。相手の長所を十分にのばしてやる
（４）聞き手に回る 　　だけの賢明さを持つことが幸福な家庭をつくる原則である。
　　　　あなたの話し相手は、あなたのことに対して持つ興味の （９）同情を持つ （３）あら探しをしない
　　　百倍もの興味を、自分自身のことに対して持っているので 　　　　口論や悪感情を消滅させ、相手に善意を持たせて、あな 　　　　世の中の結婚の50％は失敗とか。新婚の夢破れ、離婚の
　　　ある。　　だから、嫌われたかったら、自分の話をだけをし、 　　たの言うことをおとなしく聞かせる魔法の言葉を披露しよう。 　　　憂き目を見る原因の一つはあら探しをすることだという。
　　　好かれたかったら、相手の話を聞きなさい。 　　「あなたがそう思うのは、もっともです。もし私があなただったら

　　やはり、そう思うでしょう。」こう言って話を始めるのだ。 （４）褒める
（５）関心のありかを見ぬく （１０）美しい心情に呼び掛ける 　　　　フランス上流社会では男性は婦人の服装について、ひと晩
　　　　私が八歳のころボートに夢中だった。ある時、中年の男性が          人間は誰でも正直で、義務を果たしたいと思っているのだ。 　　　に何度も褒めることを、子供の時から教わっている。
　　自宅を訪問し、母と談笑していた。やがて私を相手に熱心に話 　　　相手に心から信頼され、正直で公平な人物として扱われると、 （５）ささやかな心づくしを怠らない
　　を始めた。私はその人がすっかり気に入ってしまった。 　　　なかなか不正なことはできないものである。          結婚の幸福はささやかな心づくしの集積によって得られる。
　　　「なんてすばらしい人だ。ボートがあんなに好きなんて」 （１１）演出を考える 　　　この事実に気づかない夫婦には不幸な結婚生活が待っている。
　　母は「あなたがボートに夢中だと見抜いて付き合ったのよ」 　　　　　結婚を申し込むとき、何かのついでにする人はいない。

　　　　それぞれのイベントにふさわしい、ドラマチックな演出が （６）礼儀を守る
（６）心から褒める 　　　　必要なのだ。 　　　　男が仕事にそそぐだけの熱意を、なぜ家庭にもそそげない
　　　　人間関係の法則。（人間の歴史と同じだけ古い） 　　　のか、その理由が女性にはわからない。
　　　ゾロアスターの教訓で、孔子も教えた。釈迦がこれを伝えた。 （１２）対抗意識を刺激する （７）正しい性の知識を持つ
　　　キリストは「人にしてもらいたいことを、人にしてやろう」と 　　　　仕事には競争心が大切である。他人より優れたいという競争 　　　　結婚の失敗は４つの原因。①性生活の不調和②経済的困窮
　　　説いた。　　世の中で最も重要な法則である。 　　　心を利用するべきである。優位をしめたいという欲求、負けじ魂 　　　③余暇利用の意見の違い　④心身の異常

　　　に訴えることで人が動くのだ。 20210210編集終了
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